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白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ
が
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
晴
天

に
恵
ま
れ
た
２
月
２０
日
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
な
か
、
只
見
ス
キ
ー
場
で
第
４９
回
町
民

ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
町
民
１
３
４
人
が
参

加
。
華
麗
そ
し
て
力
強
い
滑
り
で
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

春
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
も
と
、
就
学

前
の
子
ど
も
か
ら
７０
歳
代
の
方
ま
で

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
元
気
に
競

技
を
行
い
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
思
い
っ

き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

場
内
放
送
に
よ
る
開
会
式
で
は
、

大
会
長
の
目
黒
長
一
郎
只
見
町
体
育

協
会
長
が
大
会
宣
言
を
行
い
、
続
い

て
目
黒
町
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
競

技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ル
ペ
ン
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
練

習
を
重
ね
て
き
た
選
手
が
タ
イ
ム
を

競
い
、
爽
快
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。距

離
競
技
小
学
校
リ
レ
ー
で
は
、

４
年
生
か
ら
６
年
生
が
参
加
、
各
校

と
も
毎
日
厳
し
い
練
習
を
行
な
っ
て

き
た
成
果
が
滑
り
に
表
れ
、
先
生
や

保
護
者
の
感
動
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

特
に
、
男
女
と
も
に
明
和
小
学
校

が
前
回
に
続
き
優
勝
す
る
と
い
う
す

ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
競

技
指
導
者
の
方
も
「
年
々
技
術
が
向

上
し
上
達
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
の

レ
ベ
ル
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
で

は
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
選
手
・
チ
ー
ム
の
勝
利
を
信
じ
熱
い
声
援

第
４９
回
只
見
町
民
ス
キ
ー
大
会

▲大回転小学校男子 4 年の部第１位「渡部賢太郎くん」

町民スキー大会

①

②

③

①最年長「菅家亥三男さん」の力強い滑り
②スノーボード大回転小学校女子の部

第１位「渡部瑠唯さん」
③クロスカントリー中学男子

リレーで快心の滑り
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▼
未
就
学
児
の
部

①
吉
津
塁
（
黒
谷
）
３５
秒
６７
②
鈴
木

詠
人
（
只
見
）
③
芳
賀
愛
歩
（
只
見
）

▼
小
学
校

【
男
子
１
年
の
部
】
①
山
内
浩
希
（
明

和
小
）
５７
秒
８１
②
新
国
太
陽
（
只
見

小
）
③
鈴
木
涼
（
只
見
小
）

【
女
子
１
年
の
部
】
①
吉
津
花
恋
（
只

見
小
）１
分
４
秒
９７
②
渡
部
千
春（
朝

日
小
）
③
五
十
嵐
せ
な
（
只
見
小
）

【
男
子
２
年
の
部
】
①
目
黒
拓
海
（
只

見
小
）
５８
秒
４５
②
芳
賀
雄
大
（
只
見

小
）
③
吉
津
隼
馬
（
朝
日
小
）

【
女
子
２
年
の
部
】
①
酒
井
咲
星
（
只

見
小
）
５９
秒
５４
②
新
国
理
紗
（
只
見

小
）
③
鈴
木
美
羽
（
只
見
小
）

【
男
子
３
年
の
部
】
①
齋
藤
結
（
朝

日
小
）
５１
秒
１９
②
大
竹
力
（
明
和
小
）

③
菅
家
尚
真
（
朝
日
小
）

【
女
子
３
年
の
部
】
①
鈴
木
萌
（
只

見
小
）
５９
秒
１６
②
菅
家
夏
芽
（
只
見

小
）
③
増
田
樹
（
朝
日
小
）

【
男
子
４
年
の
部
】
①
渡
部
賢
太
郎

（
朝
日
小
）
５３
秒
２
②
吉
津
遥
（
朝

日
小
）
③
菅
家
空
（
朝
日
小
）

【
女
子
４
年
の
部
】
①
星
鈴
果
（
朝

日
小
）１
分
５
秒
９１
②
鈴
木
菜
美（
只

見
小
）
③
新
國
か
す
み
（
只
見
小
）

【
男
子
５
年
の
部
】
①
目
黒
裕
大
（
朝

日
小
）
５２
秒
０２
②
鈴
木
道
也
（
只
見

小
）
③
鈴
木
翔
（
只
見
小
）

【
女
子
５
年
の
部
】
①
梁
取
奈
生
（
明

和
小
）１
分
４
秒
０８
②
酒
井
結
咲（
只

見
小
）
③
山
内
綾
（
只
見
小
）

【
男
子
６
年
の
部
】
①
吉
津
悠
真
（
朝

日
小
）１
分
１
秒
７
②
新
国
拓
真（
只

見
小
）
③
菅
家
雄
矢
（
只
見
小
）

【
女
子
６
年
の
部
】
①
星
一
穂
（
朝

日
小
）
１
分
７
秒
４８

▼
中
学
校

【
男
子
の
部
】①
目
黒
大
成（
只
見
中
）

４９
秒
８１
②
目
黒
健
太
（
只
見
中
）

▼
一
般

【
女
子
２
部
】
①
新
国
美
紀
１
分
５

秒
９５
②
五
十
嵐
美
香

【
男
子
１
部
】
①
山
内
翔
１
分
１１
秒

７９【
男
子
２
部
】
①
五
十
嵐
利
明
５６
秒

３９
②
高
島
徳
親
③
一
条
昭
一

【
男
子
４
部
】
①
菅
家
亥
三
男
１
分

１５
秒
２４

▼
小
学
校

【
女
子
の
部
】①
渡
部
瑠
唯（
朝
日
小
）

３７
秒
１１

▼
一
般

【
高
校
生
一
般
男
子
の
部
】
①
吉
津

一
博
２６
秒
９５
②
五
十
嵐
健
司
③
五
十

嵐
浩
佑

▼
小
学
校

【
男
子
４
年
の
部
】
①
上
野
慎
太
（
只

見
小
）
７
分
０１
秒

【
男
子
５
年
の
部
】
①
梁
取
水
咲
（
明

和
小
）５
分
０８
秒
②
八
久
保
洋
介（
朝

日
小
）
③
目
黒
豊
（
朝
日
小
）

【
男
子
６
年
の
部
】
①
馬
場
那
央
也

（
明
和
小
）
４
分
２８
秒
②
梁
取
陸
（
明

和
小
）
③
髙
木
竹
徳
（
明
和
小
）

【
女
子
４
年
の
部
】
①
大
塚
琴
美
（
只

見
小
）
９
分
２５
秒

【
女
子
５
年
の
部
】
①
角
田
妃
菜
子

（
明
和
小
）
６
分
０６
秒

【
女
子
６
年
の
部
】
①
栗
城
涼
花
（
明

和
小
）
５
分
２３
秒
②
馬
場
楓
（
明
和

小
）
③
齋
藤
咲
希
（
明
和
小
）

▼
中
学
校

【
男
子
の
部
・
ク
ラ
シ
カ
ル
】
①
馬

場
康
平
（
只
見
中
）
９
分
１０
秒
②
栁

下
一
貴
（
只
見
中
）

【
男
子
の
部
・
フ
リ
ー
】
①
菅
家
将

志
（
只
見
中
）
６
分
５１
秒
②
一
条
英

昭
（
只
見
中
）
③
五
十
嵐
高
弥
（
只

見
中
）

【
女
子
の
部
】
①
山
内
結
（
只
見
中
）

９
分
２７
秒

▼
小
学
校

【
男
子
の
部
】
①
明
和
小
Ａ
２０
分
１８

秒
②
朝
日
小
Ａ
③
只
見
小
Ａ

【
女
子
の
部
】
①
明
和
小
Ａ
２３
分
０４

秒
②
明
和
小
Ｂ
③
只
見
小
Ａ

▼
中
学
校

【
男
子
の
部
】
①
只
見
中
Ⅰ
１８
分
０６

秒
②
只
見
中
Ⅲ
③
只
見
中
Ⅱ

▲中学校男子の部
　只見中Ⅰ

▲

明
和
小
A
（
女
子
）

▲

明
和
小
A
（
男
子
）

町民スキー大会

競
技
結
果
（
敬
称
略
）

大
回
転

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド 

大
回
転

距
　
離

距
離 

リ
レ
ー

明
和
小
学
校

男
女
優
勝

クロスカントリー
リレー

優勝チーム
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高
齢
者
が
安
心
し
て
冬
期
間
の
日

常
生
活
を
営
め
る
よ
う
安
定
的
な
除

雪
作
業
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
１９
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

た
「
只
見
町
除
雪
支
援
保
険
事
業
制

度
」
で
す
が
、
本
年
１
月
の
記
録
的

な
大
雪
に
よ
り
、
除
雪
事
業
者
に
よ

る
除
雪
作
業
が
平
年
以
上
の
作
業
回

数
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
同

事
業
の
追
加
支
援
措
置
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
規
定
さ

れ
て
い
る
標
準
除
雪
作
業
費
の
２
分

の
１
を
追
加
で
助
成
し
、
引
き
続
き

３
月
末
ま
で
の
間
、
適
切
な
除
雪
支

援
を
、
除
雪
事
業
者
に
実
施
し
て
い

た
だ
く
支
援
措
置
で
す
。

高齢者の冬の暮らしに安心を　   各種生活支援事業を充実
町では、豪雪対策事業の一環として、安全・安心な冬の生活を確保することを目的に、
高齢者世帯などを対象とした各種生活支援事業の充実を図るため、次の事業を緊急的に
実施いたします。これは2月21日の12月定例議会2月会議において可決されました。

只
見
町
除
雪
支
援
保
険
事
業
制
度

の
追
加
支
援
措
置
に
つ
い
て

豪雪にかかる除雪支援措置（助成対象の方は町に申請が必要です）

除雪支援事業
利用契約者
（助成対象者）

除雪支援事業
指定事業者
（除雪実施者）

豪雪除雪支援措置の依頼
（助成金の代理受領の委任）

豪雪除雪支援措置の受諾
（助成金の代理受領の受任）

只見町
豪雪にかかる３月末まで
の適切な除雪支援

豪雪にかかる除雪支援措置
（公費負担）

標準作業料金の2分の1を助成

豪雪支援措置助成金申請
兼代理受領委任状の提出 代理受領委任による

豪雪支援措置助成金の支払

除雪支援実施状況の報告

手続きは
こうなります。
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積
雪
寒
冷
地
に
暮
ら
す
町
民
の
方

の
安
心
実
現
の
た
め
、
町
で
は
生
活

支
援
緊
急
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
を
対
象
に
暖
房
用
灯
油
に
か

か
る
購
入
費
の
助
成
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
世
帯
や
助
成

金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
助
成
対
象
世
帯
】

▼
家
族
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
家
庭

▼
重
度
障
が
い
者
な
ど
が
い
る
家
庭

▼
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
を
有
す
る
ひ

と
り
親
を
含
む
家
庭

【
助
成
金
額
】

▼
一
世
帯
あ
た
り
５
千
円
分
の
灯
油

受
給
券
を
配
布
し
ま
す
。

【
交
換
方
法
・
期
限
】

▼
灯
油
受
給
券
の
配
布
を
受
け
た
方

は
、
町
が
指
定
し
た
町
内
の
事
業
所

で
、
３
月
末
ま
で
に
灯
油
と
交
換
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
灯

油
受
給
券
が
使
え
る
町
内
の
指
定
事

業
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
指
定
事
業
所
】

▼
㈲
さ
か
い
商
店
（
只
見
）

▼
只
見
郵
便
運
送
㈲
（
只
見
）

▼
会
津
み
な
み
農
協
只
見
給
油
所

（
福
井
）

▼
㈲
倉
田
屋
（
黒
谷
）

▼
南
会
商
事
㈱
（
大
倉
）

▼
菊
地
商
店
（
梁
取
）

以
上
の
６
事
業
所
と
な
り
ま
す
。

高齢者の冬の暮らしに安心を　   各種生活支援事業を充実
町では、豪雪対策事業の一環として、安全・安心な冬の生活を確保することを目的に、
高齢者世帯などを対象とした各種生活支援事業の充実を図るため、次の事業を緊急的に
実施いたします。これは2月21日の12月定例議会2月会議において可決されました。

福
祉
灯
油
緊
急助

成
事
業
に
つ
い
て

福祉灯油受給券（見本）

〈おもて〉

対象の世帯には
5枚配布されます。
期限内に灯油と

交換してください。

【お問い合わせ】
保健福祉課 福祉班
電話 84-7010

〈うら〉

見　本

見　本
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NEWS&FLASH

只
見
町
山
村
教
育
留
学
生
第
７
期
生
送
別
式

志
を
胸
に
新
た
な
旅
立
ち

雪
解
け
の
季
節
が
待
ち
遠
し

い
３
月
１
日
、
平
成
２２
年
度
第

４７
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
只
見

高
等
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

鈴
木
健
司
只
見
高
等
学
校
長
か

ら
、
卒
業
生
代
表
の
五
十
嵐
梨

紗
さ
ん
に
５３
名
の
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
学
校
長
は
式
辞
で
「
自

分
で
考
え
た
こ
と
は
信
じ
て
続

け
る
。
実
現
に
向
け
努
力
を
続

け
る
こ
と
が
大
切
。
小
さ
な
こ

と
で
も
迷
わ
ず
続
け
れ
ば
心
と

体
に
し
っ
か
り
と
根
付
き
実
力

に
な
る
。
挑
戦
す
る
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
目
黒
町
長
は
「
勇
気

を
も
っ
て
新
た
な
一
歩
を
歩
ん

で
く
だ
さ
い
。
将
来
の
自
分
を

考
え
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
人

生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
、
蓄

え
て
き
た
力
を
発
揮
し
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

在
校
生
代
表
送
辞
で
、
渡
部

凌
輔
さ
ん
は
「
先
輩
た
ち
は
私

た
ち
の
憧
れ
。
憧
れ
は
向
上
心

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２

月
２８
日
、
只
見
町
山
村
教
育
留
学
生

第
７
期
生
の
送
別
式
が
行
わ
れ
、
平

成
２２
年
度
は
留
学
生
５
名
が
新
た
な

ス
タ
ー
ト
に
向
け
旅
立
ち
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
齋
藤
修
一
教
育
長
が

「
学
校
で
の
勉
強
、
部
活
、
そ
し
て

寮
生
活
で
経
験
し
た
こ
と
を
糧
に
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
目
標

か
ら
逃
げ
な
い
こ
と
。
人
生
は
常
に

自
分
と
の
戦
い
で
す
。
自
分
に
勝
っ

て
自
分
の
夢
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

３
月
１
日
に
卒
業
式
を
迎
え
る
５

名
の
留
学
生
か
ら
は
「
寮
生
活
で
学

ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て

い
き
た
い
」、「
人
と
の
出
会
い
を
大

切
に
頑
張
っ
て
い
く
」
な
ど
と
三
年

間
を
思
い
起
こ
し
、
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

齋
藤
教
育
長
か
ら
は
、
留
学
生
一

人
一
人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
送
別

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

送
別
式
に
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
を

管
理
す
る
鈴
木
慎
介
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ

い
ネ
ッ
ト
只
見
理
事
長
も
出
席
さ

れ
、
あ
い
さ
つ
を
述
べ
留
学
生
を
激

励
し
ま
し
た
。

に
つ
な
が
り
ま
す
。
先
輩
た
ち
を
見

本
に
頑
張
り
ま
す
。
先
輩
た
ち
も
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
代
表
答
辞
で
、
山

内
麻
椰
さ
ん
は
「
部
活
動
に
取
り
組

ん
だ
経
験
や
仲
間
は
宝
物
、
財
産
で

す
。
離
れ
て
い
て
も
仲
間
の
存
在
が

あ
れ
ば
困
難
も
乗
り
越
え
て
い
け
ま

す
。
少
し
ず
つ
成
長
し
前
を
向
き
進

ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

福
島
県
立
只
見
高
等
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

思
い
出
を
胸
に
輝
け
る
未
来
へ
新
た
な
旅
立
ち

ニュース&フラッシュ

統計調査の活動に永年にわ
たりご協力、ご尽力いただい
た２名の方が福島県統計功労者
表彰を受賞されました。

表彰式は２月１４日に杉妻会館
（福島市）で行われました。受
賞者は次の方々です。
▽福島県知事表彰
　吉津　友喜さん（黒谷）
▽農林水産大臣表彰
　２０１０年世界農林業センサス

（調査員）
　目黒　良一さん（只見）

▲奥会津学習センターを巣立つ5名の留学生

▲卒業証書を受け取る「五十嵐梨紗さん」

平成２２年度
福島県統計功労者

表　彰
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只
見
町
地
域
医
療
懇
談
会

南
会
津
・
只
見
の
地
域
医
療
を
考
え
る

只
見
小
学
校
の
安
齋
憲
治
教

諭
が
、
福
島
県
教
育
委
員
会
が

行
う
平
成
２２
年
度
の
「
教
育
・

文
化
関
係
表
彰
」
で
優
秀
教
職

員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
全
国
一
位
レ
ベ

ル
で
活
躍
し
た
児
童
生
徒
や
、

学
習
指
導
な
ど
で
顕
著
な
功
績

を
挙
げ
ら
れ
た
教
職
員
を
特
別

功
績
者
と
し
て
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

優
秀
教
職
員
の
部
で
は
、
１８

名
が
受
賞
さ
れ
、
表
彰
式
は
２

月
１０
日
に
福
島
テ
ル
サ
（
福
島

市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
齋
教
諭
は
、
教
務
主
任
と

し
て
学
級
事
務
の
効
率
化
を
図

ら
れ
、
国
語
科
の
指
導
で
は
学

び
合
い
の
時
間
の
充
実
に
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
級

担
任
と
し
て
対
話
を
大
切
に
指

導
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
日
々
の
活
動
が
評
価
さ
れ
優

秀
教
職
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
２
日
に
明
和
、９
日
に
只
見
、

１７
日
に
は
朝
日
の
各
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、
只
見
町
地
域
医
療
懇
談
会
が
開

か
れ
、
多
く
の
町
民
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
南
会
津
・
只
見
地
域

の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
、
朝
日
診

療
所
の
佐
竹
秀
一
所
長
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
佐
竹
所
長
は
、
南
会

津
は
医
師
が
少
な
く
大
き
な
病
院
ま

で
時
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
の
問
題

点
や
只
見
町
の
課
題
と
し
て
介
護
施

設
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
ま

た
、
診
療
所
体
制
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
現
在
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、こ
れ
か
ら
は
、

地
域
住
民
み
ん
な
で
医
療
を
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
、
地
域
ぐ
る
み
で
地

域
医
療
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

し
て
、
み
ん
な
で
真
剣
に
只
見
の
医

療
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
強
い
意
識

が
必
要
と
、
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。次

に
、
救
急
医
療
の
現
状
に
つ
い

て
、
南
会
津
広
域
消
防
署
只
見
出
張

所
の
橋
川
英
樹
消
防
士
長
か
ら
説
明

が
あ
り
、
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
朝
日
診
療
所
の

医
療
体
制
の
充
実
や
、
医
師
確
保
な

ど
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
地
域

医
療
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
懇
談
会
と
な
り
ま
し

た
。

NEWS&FLASH

安
齋
憲
治
教
諭
が
福
島
県
優
秀
教
職
員
を
受
賞

第64回福島県下小・中学校音楽祭（第３部創作）

▲表彰状を手にする安齋教諭と目黒町長（右）と齋藤教育長（左）

▲

金
賞
の「
飯
塚
か
す
み
さ
ん
」（
左
）

▲

銀
賞
の「
飯
塚
奈
央
さ
ん
」（
右
）

▲医療の現状を説明する佐竹秀一所長

▲懇談で意見を述べる参加者

只見中の「飯塚かすみさん（３年）」が金賞を、
「飯塚奈央さん（２年）」が銀賞を受賞

福島県音楽教育研究会の主催で行われた第６４回福島県下
小・中学校音楽祭（第３部創作）で、只見中学校の「飯塚
かすみさん（３年）」が金賞を、「飯塚奈央さん（２年）」が
銀賞を受賞し、さらに只見中学校が学校賞を受賞しました。

第３部創作とは、作曲のコンクールで与えられた詞に曲
をつける部門と、与えられたモチーフを基に続きの旋律を
展開させていく部門の二部門があります。

同じ学校の生徒が２名以上受賞した場合、その学校には
学校賞が贈られます。今回は参加校１８５校、参加生徒４６４３
名で審査会が行われ、金賞３名、銀賞７名のなかに只見中生
徒２名の作品が選ばれました。

只見中では、全校生徒を対象に音楽の授業で創作を行い、
ほとんどの生徒が作品を提出、それを学校内で選抜し出品
しました。受賞された皆さん、おめでとうございます。


